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１． 調 査 期 間 平成３０年３月２２日　～　３月２３日

平成３０年３月２６日　～　３月２９日

平成３０年４月　４日　～　４月　５日

２． 方 法 無記名アンケート方式

３． 対 象 あわぎんビジネスカレッジ主催

「新入社員セミナー」参加者

４． 参 加 企 業 １３１社

５． 参 加 者 数 ４６７名

６． 回 答 者 数 ４６６名 回収率 ９９．８％

（内訳）
大学卒 短大卒 高校卒 計

男性 106 44 119 269
女性 92 46 59 197
計 198 90 178 466

（注）短大卒には専門学校卒を含む

（参考）
営業 事務 技術 その他 計

111 88 240 27 466
職種別
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・仕事や会社について「楽しみ」とする割合が減少傾向にある中、「適
性への不安」「人間関係への不安」「環境への不安」の割合が65.8%と
なっている。（問10）
・上司に対しては「丁寧に指導してほしい」（64.2%）と希望しつつも、
仕事、職場での悩みや不安については、「職場以外の先輩や友人」
（34.3%）や「家族」（28.8%）に相談するとするなど、職場以外に相談
相手を求めている。（問9、11）
・自信のあることの上位は「誠実性」「協調性」「忍耐力」となってい
る。一方、自信がない項目としては「決断力」「コミュニケーション
力」「積極性」をあげている。（問12）

　不安を持ち、課題解決に必要とされる能力に自信のない姿が見られ、
家族や親友のような、親身で丁寧なサポートを必要としている。

・「幸福な家庭を築きたい」「お金を貯めて豊かな生活をしたい」とす
る割合が全体の46.3%を占め、「自分の能力を発揮できる生き方をした
い」とする割合は減少傾向にある。（問1）
・また、仕事については「仕事と家庭のどちらも重視」する割合が前年
比3.3ポイント増加している。(問2）
・定年まで働きたいとする割合が46.8%で半数近くに上る一方、適性や条
件など事情によっては「転職したい」とする割合も46.4%とほぼ同じ割合
となっている。（問4）
・出世については「人並に出世したい」とする割合は44.4%となってい
る。「特に何も思わない」とする割合が前年比で5.4ポイント増加し、
「経営者や役員を目指したい」とする割合は15.5%で低下傾向にある。
（問7）
　
　自分らしいライフスタイルと豊かで幸せな家庭の実現を最優先に考え
ている。

～今年の新入社員のタイプは～

・徳島県の企業に就職した理由では、「生活面でゆとりができるから」
とする割合が前年比5.6ポイント増加し23.4%で第1位となり、「郷土愛」
や「適性」で選んだ割合とほぼ同じ割合となっている。（問5）
・会社に望むこととしては、「希望日に休暇を取得」が前年比7.7ポイン
ト増加し31.1%で第1位、第2位が「適正な賃金」の27.0%となった。一方
で「長期安定雇用」を理由とする割合が3.7ポイント減少し10.9%とな
り、労働条件を重視している。（問8）

　ゆとりある生活の実現のため、待遇面に関心をもって職業選択をして
いる姿がみえる。

２．ゆとりある生活のために仕事を求める新入社員

３．仕事や職場に不安をかかえ、親身になったサポートが必要な新入社員

１．豊かで幸福な家庭の実現を求める新入社員
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　　　（人生観）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

平凡な生き方をしたい 16.3% 17.5% 14.7% 18.0% 12.2% 16.7%

個性的な生き方をしたい 8.8% 13.8% 2.0% 10.7% 6.7% 8.1%

19.5% 17.1% 22.8% 15.2% 24.4% 21.2%

18.0% 16.0% 20.8% 18.5% 18.9% 17.2%

地位や名誉を得たい 2.6% 3.7% 1.0% 2.2% 2.2% 3.0%

社会に役立ちたい 6.4% 7.1% 5.6% 5.6% 7.8% 6.6%

幸福な家庭を築きたい 28.3% 24.9% 33.0% 29.8% 27.8% 27.3%

　問１　あなたは、どんな「生き方」をしたいと思っていますか？

幸福で豊かな家庭生活を重視

　第1位は「幸福な家庭を築きたい」で、第2位が「自分の能力を発揮できる生き
方をしたい」、第3位は「お金を貯めて豊かな生活をしたい」で昨年と同じ順位と
なった。以下、「平凡な生き方をしたい」、「個性的な生き方をしたい」「社会
に役立ちたい」と続き、順位の変更はなかった。
　男女別では、男女ともに「幸福な家庭を築きたい」が第1位となっているが、第
2位は、男性が「平凡な生き方をしたい」で、女性が「自分の能力を発揮できる生
き方をしたい」となっている。
　傾向で見ると、第1位の「幸福な家庭を築きたい」は低下傾向にあったが、今年
のアンケートでは前年比3.0ポイント増加した。一方で、第2位の「自分の能力を
発揮できる生き方をしたい」は、低下傾向が続き、第3位の「お金を貯めて豊かな
生活をしたい」では、男性が昨年比5.2ポイント減少したのに対し、女性は9.2ポ
イント増加し、女性のほうが、幸福で豊かな家庭に対する思いが強い。

自分の能力を発揮できる生き方をしたい

お金を貯めて豊かな生活をしたい
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※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入
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　　　（職業観）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

仕事を優先する 3.6% 3.7% 3.6% 3.4% 4.4% 3.5%

28.8% 29.4% 27.9% 29.2% 34.4% 25.8%

52.1% 50.6% 54.3% 54.5% 40.0% 55.6%

家庭を優先する 15.5% 16.4% 14.2% 12.9% 21.1% 15.2%

,

　問２　あなたは、仕事と家庭のどちらを優先しますか？

仕事と家庭のどちらも重視する

より「家庭」重視の傾向

　全体では、今年も「仕事と家庭のどちらも重視する」が52.1%でトップとなり順
位に変動はなかった。第1位の「仕事と家庭のどちらも重視する」が前年比3.3ポ
イント増加した一方で、第2位の「家庭を犠牲にしない範囲で仕事を優先」は
28.8%で、3.6ポイント減少し低下傾向が続いている。
　男女別では、男女とも「仕事と家庭のどちらも重視する」割合が上昇したのに
対し、「家庭を優先する」割合は昨年対比で、男性が0.3ポイント増加、女子では
1.1ポイント減少している。男女とも、家庭と仕事とのバランスを重視している
が、男性のほうがより家庭重視に考える傾向が続いている。

家庭を犠牲にしない範囲で仕事を優先
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※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入
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　　　（職業観）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

14.2% 15.6% 12.2% 15.2% 13.3% 13.6%

31.3% 33.8% 27.9% 33.1% 24.4% 32.8%

29.6% 30.1% 28.9% 29.2% 36.7% 26.8%

17.8% 13.8% 23.4% 16.3% 15.6% 20.2%

できれば楽な仕事がしたい 7.1% 6.7% 7.6% 6.2% 10.0% 6.6%

　問３　働くことについてどのように考えていますか？

給料や休暇等の待遇が良ければ、
残業や仕事の苦労はかまわない

人並みに働くことができればよい

仕事は労働条件を重視して考える

　第1位は「給料や休暇等の待遇が良ければ、残業や仕事の苦労はかまわない」と
なり、過去3年、第1位だった「仕事を通じて技術を身に付けたい」が第2位となっ
た。また、過去、第4位であった「人並に働くことができればよい」が第3位とな
り、「働き甲斐があれば残業や仕事の苦労はかまわない」は第4位となった。
　男女別では、男性が、「給料や休暇等の待遇が良ければ、残業や仕事の苦労は
かまわない」が第1位となったのに対し、女性では、昨年同様に「仕事を通じて技
術を身に付けたい」が第1位となった。また、学歴別では、「給料や休暇等の待遇
が良ければ、残業や仕事の苦労はかまわない」が、昨年対比で、高校卒、短大卒
で低下したのに対し、大学卒では6.6ポイントの増加となっとり、大学卒男子で、
労働条件重視の傾向が窺える。
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※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入
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　　　（職業観）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

46.8% 54.3% 36.5% 57.9% 26.7% 46.0%

12.0% 13.8% 9.6% 11.8% 16.7% 10.1%

24.7% 20.4% 30.5% 18.5% 27.8% 28.8%

9.7% 11.2% 7.6% 6.2% 16.7% 9.6%

結婚や出産を機に辞めたい 6.9% 0.4% 15.7% 5.6% 12.2% 5.6%

　第1位は46.8%で昨年同様「定年まで働きたい」となったが、2年連続で減少し
た。また、会社の適正や条件、また自身のキャリアを考えて、場合によっては
「転職・独立」したいと考える人の割合が46.4%となり、「定年まで働きたい」と
する割合と同水準となった。
　男女別で見てみると、「定年まで働きたい」とする割合は、男性は54.3%、女性
が36.5%となっており、昨年とほぼ同じ割合となっている。
　学歴別では、「定年まで働きたい」とする割合は、高校卒では前年と同じ割合
であるが、短大卒では昨年対比で9.6ポイント、大学卒で2.2ポイントの低下と
なっている。また、「自分に向かないと思えば転職したい」とする割合は、高校
卒が1.9ポイント低下したのに対し、短大卒は6.2ポイント、大学卒は3.1ポイント
増加しており、学歴による意識の違いが大きい。

技術を覚えたら独立（転職）したい

「定年まで働きたい」とする割合は低下傾向

　問４　今の会社でずっと働きたいですか？

定年まで働きたい

条件のよい会社があれば転職したい

自分に向かないと思えば転職したい
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※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入
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　　　（就職活動）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

14.8% 14.9% 14.7% 13.5% 11.1% 17.7%

1.9% 1.5% 2.5% 1.1% 2.2% 2.5%

22.1% 23.0% 20.8% 20.2% 24.4% 22.7%

22.5% 19.3% 26.9% 19.1% 20.0% 26.8%

23.4% 27.1% 18.3% 30.9% 21.1% 17.7%

その他 15.2% 14.1% 16.8% 15.2% 21.1% 12.6%

ゆとりある生活のために故郷で就職

　第1位は23.4%の「生活面でゆとりができるから」で、昨年対比5.6ポイント増加
となった。一方で「徳島から離れたくなかった」は22.5%で、昨年対比4.9ポイン
ト低下し第2位となった。また、第3位の「自分に適している企業があったから」
は22.1%で、上位を占める3項目がほぼ同割合となった。
　「生活面でのゆとりができるから」と「徳島から離れたくなかったから」の２
項目について、男女別に前年対比でみると、「生活面でのゆとりができるから」
は男性は7.5ポイント、女性では3.0ポイント増加した。一方「徳島から離れたく
なかったから」では、男性が3.8ポイント、女性は6.3ポイント減少した。
　県内就職の動機として、昨年まで強かった故郷徳島に対する愛着だけでなく、
ゆとりある生活を考えた結果とし、県内就職に至った割合が増加した。

　問５　徳島県内の企業に就職した理由は何ですか？

親の希望など家庭の事情から

県外の希望する企業に入社できなかった

自分に適している企業があったから

生活面でゆとりができるから

徳島から離れたくなかったから

※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入
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　　　（就職活動）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

23.4% 19.7% 28.4% 18.5% 35.6% 22.2%

15.0% 16.0% 13.7% 18.5% 8.9% 14.6%

7.1% 8.6% 5.1% 5.6% 13.3% 5.6%

6.7% 7.4% 5.6% 5.6% 3.3% 9.1%

10.3% 10.8% 9.6% 13.5% 5.6% 9.6%

18.7% 20.1% 16.8% 14.0% 18.9% 22.7%

2.1% 0.7% 4.1% 1.7% 3.3% 2.0%

8.6% 8.9% 8.1% 14.0% 5.6% 5.1%

その他 8.2% 7.8% 8.6% 8.4% 5.6% 9.1%

将来性のある企業だから

会社の雰囲気が良いから

家族や恩師に薦められたから

　問６　今の企業を選んだ理由は何ですか？

自分の好きな業種だから

自分の能力や個性を生かせるから

地理的条件が良いから

技術が覚えられるから

給料や勤務時間等の条件が良い

自分の価値で会社を選ぶ

　第1位は、「自分の好きな業種だから」で、第2位「会社の雰囲気が良いか
ら」、第3位「自分の能力や個性を生かせるから」と続き、例年通りの順位である
が、第4位は、昨年第5位だった「将来性のある企業だから」となった。
　男女別では、第1位の「自分が好きな業種だから」が、男性で2.7ポイント低下
したのに対し、女性は3.1ポイント増加し、第2位の「会社の雰囲気が良いから」
では男性が、0.1ポイント増加したのに対し、女性では7.4ポイント減少した。ま
た、学歴別では「会社の雰囲気が良いから」は大学卒で5.6ポイントと大きく減少
した一方、第7位の「給料や勤務時間等の条件が良い」では3.9ポイント増加し
た。
　企業選択の理由が、男女別、学歴別で別れており、一人一人の個性によって選
択の理由も多様化していることが窺える。

※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入(上位3項目のみ表示）
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　　　（将来像）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

15.5% 20.1% 9.1% 13.5% 17.8% 16.2%

44.4% 48.7% 38.6% 44.4% 41.1% 46.0%

26.4% 17.8% 38.1% 23.6% 30.0% 27.3%

13.7% 13.4% 14.2% 18.5% 11.1% 10.6%

　第1位の「人並に出世したい」が、昨年対比で1.7ポイント増加したのに対し
て、第2位の「出世しなくても好きな仕事を楽しくやりたい」は3.3ポイント減少
した。また、第3位の「経営者や役員を目指したい」が、全体で3.8ポイント減少
した一方で、「特に何も思わない」と回答した割合が5.4ポイント増加した。
　「出世」に対するイメージは漠然としており、「出世」にこだわって仕事をす
る気持ちは希薄といえる。

「出世」に対する関心は薄い

　問７　出世についてどう思っていますか？

経営者や役員を目指したい

人並みに出世したい

出世しなくても好きな仕事を楽しくやりたい

特に何も思わない

※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入
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　　　（職場環境）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

27.0% 27.5% 26.4% 25.3% 31.1% 26.8%

20.0% 20.1% 19.8% 14.6% 15.6% 26.8%

31.1% 28.3% 35.0% 34.8% 37.8% 24.7%

10.9% 10.8% 11.2% 11.2% 10.0% 11.1%

3.4% 3.3% 3.6% 2.2% 3.3% 4.5%

7.5% 10.0% 4.1% 11.8% 2.2% 6.1%

およ

休暇はきちんととりたい

　「希望日に休暇を取得」が31.1%で、初めて第1位となった。続いて、「適正な
賃金」「公平な処遇」「長期安定雇用」が会社に対する主な希望となっている。
　第1位の「希望日に休暇を取得」は男女とも割合が大幅に増加し、学歴別にみる
と、高校卒、短大卒で、昨年よりそれぞれ15.1ポイント、11.3ポイントと大幅に
増加したのに対し、大学卒では0.1ポイントの増加に留まった。
　第2位の「適正な賃金」を男女別に見ると、男性が前年比0.8ポイント増加した
のに対し、女性は1.0ポイント減少した。
　第3位の「公正な処遇」を男女別に見ると、男性が前年比3.8ポイント、女性は
0.9ポイントの増加となった。
　男女ともに休暇取得のに対する意識が強く、生活に「ゆとり」を求めている意
識が見られる。

　問８　会社に望むことは何ですか？

適正な賃金

公平な処遇

長期安定雇用

特にない

希望日に休暇を取得

その他

※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入
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　　　（職場環境）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

64.2% 60.2% 69.5% 62.9% 70.0% 62.6%

7.5% 7.4% 7.6% 6.2% 3.3% 10.6%

17.6% 21.6% 12.2% 20.8% 17.8% 14.6%

8.2% 7.4% 9.1% 5.6% 6.7% 11.1%

2.6% 3.3% 1.5% 4.5% 2.2% 1.0%その他

親切で丁寧な指導が必要、しかし私生活は別

　第1位は「仕事に関して丁寧に指導してほしい」は64.2%で、他の項目を大きく
上回っている。しかし、昨年対比で2.8ポイント減少し、2年連続で割合は低下し
た。
　男女別に見ると、「仕事に関して丁寧に指導してほしい」では昨年比で男子が
5.3ポイント減少したのに対し、女性は0.6ポイントの増加でほぼ横這いとなっ
た。また、「仕事以外のことでも相談相手になって欲しい」では、昨年比で男子
が2.0ポイント増加したのに対し、女子は4.6ポイント減少した。
　学歴別では、「仕事に関して丁寧に指導してほしい」が、昨年比、高校卒で3.1
ポイント、大学卒で昨年比8.1ポイントと大きく減少したのに対し、短大卒では
7.3ポイントの増加となった。また、「私生活には口を出さないでほしい」が、大
学卒で昨年比4.8ポイント増加した。
　丁寧な指導を望みつつも、私生活は別と考える割合が増加しつつある。

　問９　上司や先輩に望むことは何ですか？

仕事に関して丁寧に指導してほしい

こちらの意見をよく聞いてほしい

仕事以外のことでも相談相手
になってほしい

私生活には口を出さないでほしい
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その他※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入（主要３項目のみ記載）
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　　　（期待・不安）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

14.2% 15.6% 12.2% 14.6% 16.7% 12.7%

22.5% 22.3% 22.8% 23.6% 26.7% 19.8%

20.6% 19.3% 22.3% 21.9% 18.9% 20.3%

22.7% 22.7% 22.8% 23.6% 13.3% 26.4%

6.9% 5.2% 9.1% 3.9% 6.7% 9.6%

8.8% 8.9% 8.6% 9.6% 11.1% 6.6%

4.3% 5.9% 2.0% 2.8% 6.7% 4.6%

　問１０　仕事や職場に関する期待・不安はありますか？

楽しみである

仕事が自分に合っているかどうか不安

上司・先輩・同僚との人間関係が不安

　第1位は「環境の変化に対応できるかどうか不安」で22.7%。第2位は「仕事が自
分に合っているかどうか不安」で22.5%、第3位が「上司・先輩・同僚との人間関
係が不安」で20.6%であった。「楽しみである」は昨年比1.1ポイント減少し、割
合がさらに低下した。
　職場・仕事に対する「不安」は、自分の時間がなくなることへの不安も合わせ
ると72.7%を占める。就職に対して「楽しみ」といった希望・期待よりも、「不
安」を抱いている様子が窺える。

自分の時間がなくなるのではないか不安

環境の変化に対応できるかどうか不安

その他

特に期待も不安もない

希望より不安が強い

※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入
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　　　（期待・不安）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

4.7% 5.9% 3.0% 3.4% 5.6% 5.6%

26.2% 32.3% 17.8% 23.0% 15.6% 33.8%

34.3% 32.3% 37.1% 28.7% 42.2% 35.9%

28.8% 23.0% 36.5% 35.4% 30.0% 22.2%

2.4% 3.0% 1.5% 2.2% 4.4% 1.5%

3.6% 3.3% 4.1% 7.3% 2.2% 1.0%

　第1位は「職場以外の先輩や友人」の34.3%、第2位が「家族」の28.8%、第3位が
「職場の先輩・同僚」の26.2%となった。
　第2位となった「家族」についてみると、男女別では男性が1.8ポイント、女性
が8.1ポイントと、女性の割合増加が大きく、学歴別にみると、高校卒、短大卒、
大学卒いずれも増加しており、身近に信頼できる人を頼る割合が大きくなりつつ
ある。

家族

恩師

　問１１　仕事や職場で悩みや不安がある場合、誰に相談しますか？

職場の上司

職場の先輩・同僚

職場以外の先輩や友人

誰にも相談せず自分で解決する

相談相手は信頼できる人を求めている
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※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入（上位４項目のみ記載）
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　　　（自己分析）

自信のあること、自信のないことをそれぞれ２つ選択

課題解決に必要な能力に自信がない

　問１２　今の自分に自信があること、また自信がないことは何ですか？

　自信のあることの上位は、第1位が「誠実性」、第2位が「協調性」、第3位が
「忍耐力」となっている。一方、自信のないことでは、第1位が「決断力」、第2
位が「コミュニケーション力」「積極性」となり、自信のあること、自信のない
ことの上位3項目は昨年と同じとなった。
　真面目に辛抱強く取組む姿勢は重要で評価できる。一方で、これからの時代に
求められる変化への適応力、問題解決力、組織活性化に求められる能力が不十分
と感じている。
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　　　（プライベート）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

6.2% 7.8% 4.1% 3.9% 8.9% 7.1%

10.7% 8.9% 13.2% 8.4% 10.0% 13.1%

63.9% 65.8% 61.4% 69.7% 60.0% 60.6%

5.8% 5.9% 5.6% 7.9% 3.3% 5.1%

6.0% 3.7% 9.1% 3.9% 7.8% 7.1%

0.4% 0.4% 0.5% 0.6% 1.1% 0.0%

6.9% 7.4% 6.1% 5.6% 8.9% 7.1%

自己啓発

その他

仕事以外では「趣味」が断然多い

　第1位は「趣味」で63.9%、第2位が「ファッション」で10.7%、となっており、
「趣味」は男女別、学歴別にみてもどの層でも大きく伸びていることがわかる。
　他の項目では割合が拮抗しており、関心事は人それぞれ多様であることが窺い
知れる。「ファッション」では、大学卒の割合が昨年比で4.2ポイント増加した。

結婚

　問１３　仕事以外で一番関心のあることは何ですか？
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※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入（上位2項目のみ記載）
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　　　（プライベート）

分類 男性 女性

項目 高校卒 短大卒 大学卒 高校卒 短大卒 大学卒

デート 12.2% 12.6% 15.9% 11.3% 6.8% 13.0% 14.1%

旅行・ドライブ 19.7% 14.3% 20.5% 17.9% 18.6% 23.9% 27.2%

インターネット 8.4% 7.6% 11.4% 11.3% 6.8% 8.7% 5.4%

参加型スポーツ 5.6% 10.1% 4.5% 9.4% 0.0% 2.2% 1.1%

スポーツ観戦 4.3% 5.9% 2.3% 7.5% 3.4% 0.0% 2.2%

11.8% 16.8% 4.5% 4.7% 23.7% 6.5% 12.0%

6.9% 3.4% 4.5% 3.8% 20.3% 6.5% 7.6%

10.9% 8.4% 15.9% 11.3% 5.1% 15.2% 13.0%

1.7% 2.5% 2.3% 2.8% 0.0% 0.0% 1.1%

2.6% 3.4% 2.3% 4.7% 1.7% 0.0% 1.1%

1.5% 0.8% 2.3% 0.9% 3.4% 2.2% 1.1%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11.6% 10.9% 9.1% 13.2% 8.5% 15.2% 12.0%

特になし 2.8% 3.4% 4.5% 0.9% 1.7% 6.5% 2.2%

社会貢献活動

その他

パチンコ等の娯楽

　問１４　休日（余暇）に最もしたいと思うことは何ですか？

旅行・ドライブが上位となるも分散する傾向

　「旅行・ドライブ」が19.7%で9年連続の第1位、第2位は「デート」、第3位は
「読書・音楽鑑賞」となった。昨年第2位だった「友人との雑談」は10.9%と昨年
比5.7ポイント減少して第4位となった。「旅行・ドライブ」で見ると、大学卒で
は男性の17.9%に対して、女子が27.2%と女性の割合が大きく、高校卒、短大卒で
も男女で同様の結果が見られた。
　その他、男女、学歴による休日（余暇）の過ごし方の違いは見られるが、価値
観やライフスタイルの多様化から、分散する傾向が続いている。

全体
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※図表中の表示数値は小数点以下を四捨五入(上位3項目のみ記載）
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　　　（プライベート）

分類 男女別 学歴別

項目 合計 男性 女性 高校卒 短大卒 大学卒

3.6% 3.3% 4.1% 4.5% 2.2% 3.5%

22.5% 13.4% 35.0% 20.2% 25.6% 22.7%

22.1% 21.6% 22.8% 21.9% 28.9% 19.7%

27.7% 32.7% 20.8% 24.7% 25.6% 31.3%

8.4% 8.2% 8.6% 10.7% 3.3% 8.6%

6.2% 8.6% 3.0% 6.2% 4.4% 7.1%

1.3% 1.5% 1.0% 1.7% 1.1% 1.0%

0.2% 0.0% 0.5% 0.6% 0.0% 0.0%

7.9% 10.8% 4.1% 9.6% 8.9% 6.1%

600万円台

700万円台

800万円台

900万円台

1,000万円以上

30歳での理想年収は500万円台

　第1位は「500万円台」で、続いて「300万円台」「400万円台」となり、昨年比
で理想の年収が100万円上がった。
　また、「1,000万円以上」とする割合が7.9%あるが、高学歴になるほど、割合は
低くなっている。
　男女別では、男性では「500万円台」が32.7%で第1位なのに対し、女性では
「300万円台」が35.0%で第1位となっている

　問１５　３０歳時点での理想の年収を教えてください
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